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テーマ設定の理由

SDGｓは2030までに達成できるのか？貧困を解決して全世界で足並みをそろえよう貧困を解決できれば他の問題も解決できる



現状

・2013時点で極度の貧困の陥っているひとが約7億1000万人                                                                                           ユニ
セフ（unicef.or.jp）

・南アジアで2億5000万、サハラ以南のアフリカで3億9000万で大部分を占める                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                      
世界銀行（datatopics.worldbank.org）

・3億5000万が子供（子どもの権利条約より18歳未満を子供）                                                                                                                                                                                                                            
ユニセフ（unicef.or.jp）

・日本でも子供の7人に１人が相対的貧困  →208万人                                                                                                                                                
日本財団（nippon-foundation.or.j）



課題

・7億1000万人を極度の貧困状態から抜け出させる

・それぞれの国の基準で貧しいとされる人の割合を半分以下に減らす

・貧しい人や弱い立場にいる人たちが守られるように仕組みづくりや対策を行う



解決策

貧困が多く起こっている国や地域で貧困に陥った人や難民を集めた町や都市を作り、                                                                                                                                        
自立できるようなるまで教育や物資の支援などを行う

→貧困が起こっている地域では貧しい人が犯罪をしなくても生きていけるようになり犯罪率が減る

→貧しい人にとっては新天地で豊かな生活を送ることができる

→先進国では新しい町の大きな需要に応えて企業が進出でき、母国に人材を連れていくこともできる   

       さらに大規模なベーシックインカムの実証実験が自国のリスクを冒さずにできる



十代からの提言

SDGｓ達成のためにまずは貧困を解決しよう

貧困解決のために貧困地域に町を作ろう



感想

社会の問題について具体的な解決策を考えたことはあまりなかったが、実際にやってみて、                        問題を

解決するために調べたり考えたりすることは社会にでてとても役に立つと思った


